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モモモモととニニホホンンススモモモモのの栽栽培培品品種種のの動動向向とと農農研研機機構構にに  

おおけけるる育育種種のの状状況況  

  

特特集集 

Ⅰ 主要果樹の結果樹面積の推移 

表１に農林水産省の統計による主要果樹

の２０１１年と２０２１年の結果樹面積を示し

ました。 

全ての果樹において結果樹面積が減少

していますが、リンゴ、ブドウ、モモ、オウト

ウ、スモモ（ニホンスモモおよびヨーロッパ

スモモ）は減少率が１０％未満と比較的緩

やかな減少となっています。減少が少ない

果樹は多い果樹に比べて、経営および栽

培環境が良好であると推察されます。本稿

ではモモとニホンスモモの主要品種の動

向と農研機構における新品種育成の状況

について紹介します。 

Ⅱ モモの主要品種の動向と農研機構の育

種 

１ 主要品種の動向 

表２に農林水産省の統計によるモモの主

要品種の栽培面積の推移を示しました。 

２００７年から農研機構育成の「あかつき」が

栽培面積第１位となっています。 

１９８８年に上位だった、「倉方早生」、「山

根（愛知）白桃」、「砂子早生」、「大久保」、

「白桃」、「武井白鳳」、「布目早生」は大きく

減少し、２０１９年での栽培面積はわずかと

なっています。１位だった「白鳳」も半分以

下となっています。減少した品種は、日持

ち性、糖度、栽培性などが勝る新品種など

 

表１　主要果樹の結果樹面積の推移

2021年 2011年

ミ　カ　ン 37,000 45,300 -18.3

リ　ン　ゴ 35,300 37,800 -6.6

カ　キ 18,100 22,100 -18.1

ク　リ 16,800 21,400 -21.5

ブ　ド　ウ 16,500 17,800 -7.3

ウ　メ 13,800 16,600 -16.9

ニホンナシ 10,300 13,700 -24.8

モ　モ 9,300 9,980 -6.8

オウトウ 4,260 4,440 -4.1

ス　モ　モ 2,680 2,970 -9.8

キウイフルーツ 1,880 2,250 -16.4

セイヨウナシ 1,400 1,590 -11.9

ビ　ワ 950 1,600 -40.6

パインアップル 308 345 -10.7

樹種
結果樹面積（ｈａ） 減少率

（％）

農林水産省「作況調査（果樹）」参照
スモモにはニホンスモモとヨーロッパスモモが含まれる

に置き換わりました。その結果、

２０１９年の上位２０品種のうち 

１２品種は１９８８年の統計には

記載されていない品種となって

います。 

現在の主要品種は、中生の

「あかつき」と「白鳳」、晩生の

「川中島白桃」、早生の「日川

白鳳」の４品種です。１９９５年

からこの４品種の合計が全体の

４０％以上を占め、その前後を

その他の品種で埋める状態が

続いています。２０１０年に５５％

を占めるまでに至りましたが、

以降は減少しています。 

モモは１樹の収穫期間が１週

間から１０日程度ととても短く、

貯蔵してから販売されることもあ

りません。そのため、収穫労力

の確保が１品種の栽培可能面

積を決めますが、労力一人当

たり１０ａ程度が目安となります。

よって、労力２人のモモ専業で
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               １.５ｈａ程度経営する場合、収穫期の異なる７～８品種を

栽培する必要があります。さらに、モモは他の果樹に比べ

て産地ごとの主要品種の多様性が高い特徴もあります

（表３）。そのため、２０１９年の特産果樹生産動態等調査

に記載されているモモの栽培品種は８９品種で、ウンシュ

ウミカンとリンゴには及ばないもののブドウ、カキ、ニホン

ナシよりも多い品種が栽培されています。 

この中で近年栽培が増えている品種は、「なつっこ」、

「まどか」、「夢みずき」、「おかやま夢白桃」、「さくら」、「幸

茜」です。「なつっこ」以外の品種は２００４年の統計にも記

載されていませんでした。いずれも従来の同時期に収穫

される品種よりも果実が大きい、果肉がしっかりしていて日

持ち性に優れるなどの特性を持っていて、更なる増加も

期待されます。 

２ モモの果実における質的形質 

このようにモモは多くの品種が栽培されていますが、消

費者の品種名の認知度は低い傾向にありました。１０年程

度前までは小売店で品種名が記載されていないか『○○

県産（白）桃』などといった記載が多かったことが影響して

いると考えられます。これは一品種の流通期間が短いこと

や、外観や食味が似ている品種が多いため詳細な記載を

省略していたと考えられます。 

表４にモモの果実における質的形質（不連続で質的な

違いとして示される形質）を示しました。７形質存在します

ので、単純なかけ算ではモモの果実は１２８タイプ存在す

ることになります。しかし、実際に栽培・流通しているモモ

は、丸く、果皮に毛じがあり、赤く着色した外観で、白肉

で、樹上および収穫後に軟化する溶質の肉質を持ち、酸

味が少ない果実が８０％以上を占めています。 

２０１９年の上位２０品種の中では黄肉の「黄金桃」、遮

光袋を果実にかけて外観を白く仕上げた「清水白桃」や

「おかやま夢白桃」などが異なるタイプと言えます。 

近年増えてきているインターネットなどを利用した直売

においては品種名やその特徴を詳しく紹介されるようにな

ってきました。小売店での品種名の記載も増えてきていま

す。そのため今後は、消費者のモモの品種に対する認知

度は向上するものと思われます。  

 

県　名 主要品種（栽培面積 ha）

山　梨 3,120 白鳳（517）・日川白鳳（338）・なつっこ（309）

福　島 1,590 あかつき（781）・川中島白桃（200）・まどか（173）

長　野 990 あかつき（225）・川中島白桃（218）・なつっこ（99）

和歌山 708 白鳳（282）・日川白鳳（108）・川中島白桃（81）

岡　山 626 清水白桃（227）・白鳳（109）・おかやま夢白桃（96）

山　形 615 川中島白桃（216）・あかつき（117）・まどか（32）

表３　モモの主要産地と主要品種（2019）

総栽培面積
（ha）

農林水産省「作況調査（果樹）」および「特産果樹生産動態等調査」参照

 

形質 優性（顕性） 劣性（潜性）

果形 平 丸

果皮の毛じ 有 無

果皮の赤着色 有 無

果肉色 白色 黄色

果肉の軟化 有 無

肉質 溶質 不溶質

酸味 少 多

表４　モモの果実における質的形質



 

3 
 

  

中中央央果果実実協協会会ニニュューーススレレタターー  ■■  

令和４年１１月 第７０号 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

３ 農研機構におけるモモ育種 

農研機構におけるモモ育種は、従来の主力タイプである

白肉溶質モモの果実品質および栽培性の向上を主要な

育種目標としてきました。近年はこれに加えて、果実形質

や栽培性の多様化を図れるモモを育成することにも重点

を置いています。 

２００９年以降に「ひめこなつ」、「つきあかり」、「つきかが

み」の黄肉溶質品種を品種登録しました。ここ十数年のモ

モの品種登録全体に占める黄肉品種の割合は３０％程度

となっていますので、現在数％程度の黄肉モモの栽培が

増えることが期待されます。 

モモの栽培・流通上の大きな問題点として果実の日持ち

の短さがあります。これまで溶質の中でより日持ち性の良

いものを選抜してきましたが、より長い日持ち性を得るため

に、不溶質や硬肉の新品種育成を目指しています。 

軟化が緩やかで弾力のある肉質の不溶質（ゴム質）の品

種は、これまで缶詰加工用品種でした。これらの品種は糖

度が低いものが多く、現在まで生食利用を主とした不溶質

品種はほぼありませんでした。新たなタイプのモモ品種と

して生食用不溶質品種の育成を進めています。 

収穫後にほぼ軟化をしない硬肉品種は既に「美晴白

桃」、「おどろき」などが栽培されていて、硬いモモが好きな

消費者により指名買いされています。山梨県果樹試験場

が育成して２０１９年に品種登録された「甲斐トウ果１７」（商

標登録「夢桃香」）も普及し始めています。これらに続く硬

肉新品種の育成を目指しています。 

農研機構で育成した「ひめこなつ」と「ひめまるこ」（白肉）

は満開後６０日前後で収穫される極早生品種です。従来

の極早生主要品種の「ちよひめ」、「はなよめ」より１０日程

度早く収穫できるため、西南暖地では５月末から出荷でき

る産地もあります。極早生品種は収穫労力の分散と台風

被害のリスク低下が図れるとともに、露地栽培モモの流通

期間の拡大が可能となります。 

Ⅲ ニホンスモモの主要品種の動向と農研機構の育種 

１ 主要品種の動向 

表５に農林水産省の統計によるニホンスモモの主要品種

の栽培面積の推移を示しました。 

わが国のニホンスモモは「大石早生すもも」と「ソルダム」

が中心を占める状態が長く続きました。１９８８年には両品

種で栽培面積の６２％を超えていましたが、その後減少が

続き２０１９年では１位と２位の座は守っているものの合計

で２８％と半減以下となっています。その他の主力品種の

「サンタローザ」、「ガラリ（花螺李）」、「メスレー」、「大石中

１９８８年以降に栽培が増えた品種は「太陽」、「秋姫」、

「貴陽」、「サマーエンジェル」、「サマービュート」、「サンル

ージュ」、「菅野中生」です。いずれも従来のニホンスモモ

品種よりも、糖度が高く酸味が少ないものです。上位２品

種の栽培が大きく減少しましたが、これらの品種が増加し

たことにより、栽培面積の減少割合が他の果樹よりも低く

なりました。 

特に「貴陽」は、『世界一重いプラム』としてギネス世界

記録に認定されるほど大玉でさらに食味も良いため、贈

答品に使われるなど従来のニホンスモモのイメージを変

えたとも言われています。しかし、「貴陽」は三倍体である

ことから人工受粉をしても結実が非常に不安定になりや

すいことなどから２０１４年以降は栽培が減少しています。

「貴陽」の親である「太陽」も「貴陽」ほどではないですが

結実が不安定であることなどから減少しています。 

今後も酸味が多い品種から、酸味が少なく糖度の高い

品種への移行は続くと考えられます。 

２ 農研機構育成新品種「ハニービート」 

農研機構では酸味が少ないニホンスモモの育種を行っ

ています。これまでに「ハニーローザ」と「ハニーハート」の

２品種を育成しましたが、果実が小さいことなどから普及

は限定的でした。 

生」、「ビューティー」、「七郎」も大きく減少しています。い

ずれも『スモモ』の名の通り酸味のある食味の品種です。

近年の酸味を敬遠する指向の強まりの影響を受けたと考

えられます。 
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品種
開花
盛期

収穫
盛期

果形 果皮色 果肉色
糖度
（％）

酸度
（ｐH)

ハニービート 3月30日 7月12日 円 紅紫 黄 128 15.5 4.4

大石早生すもも 3月29日 6月20日 円 紅 淡黄 80 11.2 3.3

ソルダム 3月30日 7月23日 円 紅 濃紅 129 13.3 3.8

（農研機構 2014-2016)

表６　「ハニービート」の特性

果実重
（ｇ）

近年、果実が大きく糖度が高く酸味の少ない「ハニービ

ート」を育成しましたので、その特性を紹介します。「ハニー

ビート」は農研機構の選抜系統であるＰＰ-２６-６（「ソルダ

ム」×「オザークプレミア」）に「太陽」を交雑して得られた実

生から選抜しました。 

表６に「ハニービート」の育成地（茨城県つくば市）での特

性を示しました。開花盛期は３月３０日頃です。収穫盛期は

７月１２日頃で「大石早生すもも」より２２日遅いですが、「ソ

ルダム」より１１日早いです。果形は円形で一部果頂がや

や尖ります。果皮は紅紫色に着色し、果肉は黄色です。 

果実重は１２８ｇ程度でやや大きいです。果汁の糖度は  

１５.５％程度と高く、ｐＨは４.４程度と低いです。この時期に

収穫できるニホンスモモとしては食味良好です。黒斑病に

は罹病性ですが、「大石早生すもも」や「秋姫」などよりも発

生が少なく、「ソルダム」と同程度となります。 

酸味が少なく甘いことから「ハニー」、黒斑病に強いことか

ら「ビート（ｂｅａｔ＝撃退する）」、あわせて「ハニービート」と

命名しました。 

これまでの酸味が少なく糖度が高いニホンスモモ品種

は中生から晩生の品種がほとんどでした。よって、これら

の品種の露地栽培の果実が流通し始めるのは７月上中

旬頃でした。そのため、６月上旬頃から西南暖地の産地

から出荷が始まった露地栽培の「大石早生すもも」が産地

リレーをしながら７月頭まで流通していました。従来の低

酸高糖度品種より早く収穫できる「ハニービート」が普及

することで、良食味品種の流通開始時期が早まることが

期待できます。 

Ⅳ おわりに 

果樹生産を維持していくためには、従来の品種よりも果

実品質や栽培性の優れた特徴のある新品種が出続ける

ことが重要です。農研機構は今後も優良な新品種の育成

を続けて参ります。 

第第６６１１回回農農林林水水産産祭祭「「実実りりののフフェェスステティィババルル」」へへのの出出展展  

―需要促進部― 

１１月１１日(金)、１１月１２日(土)の２日間にわたって、東

京都豊島区の池袋サンシャインシティにおいて第６１回農

林水産祭「実りのフェスティバル」が開催され、中央果実協

会もブース出展をしました。 

当協会のブースでは、「毎日くだもの２００グラム運動」の

理解増進のため、パネルやポスターの展示、クイズのほ

か、手のひらを測定器に３０秒当てて皮膚のカロテノイド量

を測定し、野菜の推定摂取量を推定するベジチェックの体

験コーナーを設置して楽しんでいただきました。クイズに

お答えいただいた方やベジチェックの測定をしてくださっ

た方に「毎日くだもの２００グラム」推進の缶バッジをプレゼ

ントし、特にお子さんたちに大好評でした。 

今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの

開催でしたが、各県のブースでは、様々な特産品をはじ

め、秋の代表的な味覚の柿やぶどう、りんごやみかんなど

が山盛りされ、多くの方が試食、試飲をしたり、お気に入り

の特産品などを買い求めて大盛況の様子でした。 

写真：ハニービートの結実状況 
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近年、わが国の生食用ぶどうは、栽培面積、収穫量とも減

少していますが、シャインマスカット人気もあり価格は上昇し

ています。一方、海外からの輸入量急増、海外市場では強

力な輸出国との競争等、大きな変化に見舞われています。 

海外で生産され輸入される欧州ぶどうについては、品種

動向や栽培流通技術の実態については整理が不十分で

あり、まとまった調査が行われていません。また、世界最大

のぶどう生産国となった中国の栽培技術や輸出を強化して

いるペルーの動向も関心がもたれるところです。 

このようなことから、海外果樹情報収集・分析調査の一環

として、令和３年度は、世界の生食用ぶどう産業、特に品種

動向と栽培流通技術について調査報告書として取りまとめ

ることとしました。詳細は、ホームページをご覧下さい。 

 

世界の生食用ぶどう産地と輸出 

生食用ぶどうの生産量が多い国は、中国、トルコ、イン

ド、エジプト、イラン、ウズベキスタン、イタリア、米国、チ

リ、アフガニスタン、ブラジル、ペルー、アルジェリア、モ

ロッコ、南アフリカ、スペイン、ギリシャ、メキシコです 

（図１）。 

世界の輸出量は増加傾向であり、輸出量の多い国は

チリ、イタリア、米国、南アフリカ、ペルー、中国、オラン

ダ、トルコ、スペイン、メキシコ、インド、オーストラリアで

す（図２）。 

輸出先は、距離的に近い大消費地に出荷されることが

多い傾向ですが、チリ、ペルーは、米国、中国、欧州等

世界各地に出荷しています。出荷時期は地域によって

異なりますが、世界的に見ると周年を通して供給されて

います。 

 

図１ 世界の生食用ぶどう栽培面積 

令和４年１１月 第７０号 
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  欧州ぶどうとアメリカぶどう 

生食用ぶどうの産地は、生育期の平均気温と降水量と

により、欧州ぶどうの産地とアメリカぶどうの産地に分けら

れます。東アジアを除き、世界の主要産地は乾燥地や半

乾燥地にあり、欧州ぶどうが栽培されています。欧州ぶど

うは、果肉が噛み切りやすく、マスカット香あるいは無香で

あり、果実の日持ちが長く、耐病性、耐寒性が弱い傾向

です。 

世界で栽培される欧州ぶどうの多くは、カリフォルニア州

の公立機関で育成された品種でしたが、近年、民間育種

企業により市場で望まれる無核、噛み切りやすく、高糖

度、香りのよい品種が多数育成されるようになってきまし

た。東アジアを除いて世界で新植されている品種の多く

は、４つの民間育種企業の品種で占められています。こう

した新品種、商品名の使用は、権利を持つ育種企業の許

可を得る必要があり、育種企業の影響力が増していま

す。 

欧州ぶどうは、乾燥地、半乾燥地で栽培されることから、

水源の確保と精密な水管理が必要です。 

ぶどう生産の労働時間と栽培流通技術 

生食用ぶどう栽培の労働時間は他の果樹や醸造用ぶど

うと比べても非常に多く、収穫調製、果房管理等は機械化

が困難です（図３）。 

日本で独自に開発発展してきた技術として、施設栽培、

雨よけ栽培、休眠打破技術、二期作、ジベレリン処理によ

る無核・大粒化技術等がありますが、これらは世界に幅広

く普及しています。 

生食用ぶどうは、高温低湿条件では水分が失われ急速

に品質が低下します。そのため、すみやかに予冷し、海外

ではカビ防止の二酸化硫黄処理を行います。輸出や消費

地が遠い場合は、コールドチェーンで流通する必要があり

ます。 

主要生産・輸出国の動向 

カリフォルニア州は、米国で最大の生産州であり、生食

用ぶどうの育種、栽培・流通技術をリードしてきました。同

州の生食用ぶどうの生産額は単価上昇により２０１２年以

降顕著に増加しています。その要因として、消費者の嗜好

に合う新品種の導入が進んだことが考えられます。幅広い

 

図２ 世界の生食用ぶどうの輸出入量 

図３ 米国の生食用、醸造用、乾果用ぶどうの労働時間と日本のぶどう労働時間 

料理メニューの提供や健康スナック

としての宣伝を活発に行い、積極的

に消費拡大に取り組んでいます。 

チリは、生食用ぶどうの最大の輸

出国ですが輸出量は減少傾向で

す。その要因には、出荷時期の早

いペルーとの競合、都市化、経営的

に有利なサクランボへの移行、古い

果樹園が多く移植に経費がかかるこ

と、干ばつや異常降雨、新品種への

更新の遅れがあります。 

ペルーは、グローバルバリューチ

ェーンにより急速に生食用ぶどうの

輸出大国となりました。また、好適な

気象条件、最大の輸出先である米

国に近いこと、米国、欧州、中国等

の流通量が少なくなり始める頃から
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 スペインは、ＥＵでイタリアに続く第２位の生産国です。

新品種の移行が最も進んでいる輸出国で、イタリアに比べ

高値で取引されています。 

インドは、有数の生食用ぶどう生産国で、出荷時期は北

半球にありながら南半球の生産国に近いという特徴があり

ます。熱帯、亜熱帯地域に産地があり、二期作栽培、二度

切り栽培が行われています。輸出サプライチェーン関係者

を統合したネットワークシステムがあり、小規模生産者でも

輸出に取り組みやすくなっています。 

トルコは有数の生産国で、有機生産大国でもあります。

輸出先はロシア、ウクライナが多いですが、有機生食用ぶ

どうは欧州向けです。 

メキシコは、休眠打破剤を使うことによりカリフォルニアよ

り先に出荷できるようになった産地です。主要産地は雨の

少ない乾燥地であり地下水に制約があるため、面積拡大

は困難で面積当たりの収量増加を目指しています。 

ブラジルの産地は熱帯地域にあり、二期作栽培が普及し

ています。海外の新品種の適応性が低いこともあり、独自

品種の育種が行われています。 

韓国の栽培品種の半分は生食用として品質の劣るキャ

ンベルアーリーです。シャインマスカットの価格は高く、輸

出用品種もほとんどがシャインマスカットであることから、そ

の栽培面積は今後も拡大していくことが考えられます。 

 

他の主要輸出国に先駆けて出荷が可能等、気象的にも

地理的にも優位な位置にあります。課題としては、地下水

に依存する水資源の確保です。 

中国は、世界最大の生食用ぶどう生産国です。生産量

の増加には、全国的な栽培拡大、特に、適地とされる新

疆ウイグル自治区の面積拡大とともに従来栽培が困難で

あった南部地域への二期作栽培や雨よけ栽培の普及が

寄与しています。また、日光温室等の施設栽培も普及し、

これら技術により生産量の増加、出荷時期の拡大が進ん

でいます。シャインマスカットも急速に拡大しています。 

南アフリカは、伝統的にしっかりとしたグローバルバリュ

ーチェーンを持ち、生食用ぶどう輸出競争力が強いで

す。欧州市場に強く、アジア市場の開拓にも力も入れてい

ます。 

オーストラリアは、アジア向けの有力な輸出国です。比

較的古い品種が多く、新たな品種を求めています。シャイ

ンマスカットを交配親とした品種が導入され始めていま

す。 

イタリアは、欧州最大の生産国です。２０００年代初めこ

ろまでは欧州市場で競争がない状態であり、品種を含め

伝統的な栽培が多く、新技術の導入が遅れました。施設

栽培、ネット栽培が普及しています。有核品種の割合が

多く、消費者の人気が無核品種に移ってきていることから

その対応が課題です。 

令令和和３３年年度度果果樹樹農農業業生生産産構構造造分分析析調調査査ののアアンンケケーートト分分析析結結果果  ――情情報報部部―― 

アンケートの概要 

当協会が、産地計画をもとに、かんきつ類、りんご、ぶど

う及びその他の果実を主として栽培する１２０産地協議会

にアンケート調査票を送付し、１１５の回答を回収（回収率

９５.８％）しました。アンケート調査票では、果樹産地構造

改革の園地･人材戦略、生産戦略、流通・販売戦略等に

即した合計１６の設問について、産地協議会の取り組みと

して「①相当行っている」、「②やや行っている」、「③あまり

行っていない」。「④行っていない」の 4 択で回答を求めま

した（栽培技術の習得の取り組み（問２）は「はい」、「いい

え」の 2 択）。 

アンケート回答の集計は、それぞれの設問への回答の

実数と割合（％）を求めるとともに、設問間でのクロス集計

を行いました（表）。 

特徴的な集計結果 

１．多くの産地協議会が、新規就農等担い手育成の取り

組みに積極的であり、担い手への栽培技術習得の取り

組みにも熱心 

新規就農等担い手の育成の取り組みについて、回答①

の割合は３１％、回答②の割合は５２％で、両者の合計が

８３％であり、回答した産地協議会では、担い手の育成・

確保の取り組みが積極的に行われていることが伺えます。 

また、担い手への果樹栽培特有の栽培技術習得の仕組

みが「ある」と回答した割合が７２％となっています。 

新規就農等担い手育成の取り組みへの回答が①の産

地協議会に限って見ると、実に９０％超が技術習得の仕

組みを有しています。 

他方、同質問への回答が③又は④の産地協議会につ

いて技術習得の仕組みがあるとの回答は２７％と低くなっ

ています。 

 

主なクロス集計 クロス集計の狙い

新規就農等担い手育成の取り
組み（問1）の回答が①の産地
協議会の他の回答の割合（％）

新規就農等担い手育成の取り組みに
積極的な産地協議会が経営継承、園
地集積・集約、生産性向上対策等にど
の程度取り組んでいるかを分析

表：実施した主なクロス集計とその狙い 
 
 
 
 
 
 
 

令和２年４月に公表された果樹農業振興基本方針に即

して、都道府県の果樹農業振興計画や果樹産地構造改

革計画の策定が進められています。 

そこで、果樹産地協議会における果樹産地構造改革計

画の実践状況を産地協議会にアンケートを行い調査しま

した。調査結果については、令和３年度果樹農業生産構

造分析調査報告書に記載されています。詳細は、ホーム

ページをご覧ください。 
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 おお知知ららせせ  

 

農農林林水水産産省省農農産産局局園園芸芸作作物物課課

日付 名前 旧

4.10.1 井ノ口修司 消費・安全局植物防疫課企画班企画係長

4.10.1 竹内　和哉 園芸流通加工第１班流通調整係長

新

業務推進専門職

農林水産技術会議事務局研究調整課
調整班法人調整係長

業務日誌、人事異動 

（業務日誌） 

4.10. 5 第３回センサス調査検討委員会（於 三会堂ビル） 

4.10.14 果樹農業研究会現地調査（於 長野県） 

4.10.16～17 果樹農業研究会現地調査（於 広島県）    

4.10.24～25 果樹経営支援対策事業等実施評価委員会現地調査（於 青森県） 

4.10.25        第２４回全国果樹技術･経営コンクール第１回審査会（書面審査） 

4.10.27～28    落葉果樹連絡協議会（於 山形県） 

4.11.1～2      果樹農業研究会現地調査（於 山口県） 

4.11.10～11    九州地区果実生産出荷安定基金協会連絡協議会（於 佐賀県） 

4.11.11～12  令和４年度農林水産祭「実りのフェステバル」に出展（於 池袋サンシャ

インシティ） 

4.11.17        第２４回全国果樹技術･経営コンクール第２回審査会（於 三会堂ビル） 

4.11.17    食育セミナー（於 東京・東京農業大学） 

4.11.18    中間監事監査（於 三会堂ビル) 

２．新規就農等担い手育成に比べて経

営継承への取り組みは全体的にみる

と弱いが、担い手育成に積極的な産

地協議会に限ると割合は３倍に増加 

樹体を含めた園地と経営の継承をセッ

トでの取り組み（問３）や、経営継承後の

経営安定への取り組み（問４）について

は、回答①の割合が各１０％強で、前述

の新規就農等担い手育成の取り組みの

割合と比較すると３分の１と取り組みが弱

くなります。 

新規就農等担い手育成の取り組みの

回答①の産地協議会に限って見ると、経

営継承の取り組みの回答①の割合が  

３１％と全体の回答と比べて３倍程度増

加します。 

３．担い手への園地集積・集約化の取り

組みは一定程度あり、新規就農への

取り組みが園地集積・集約の取り組

みを押上げる効果 

担い手への園地集積・集約化の取り組

み（問５－１）については、回答①の割合

が１５％です。新規就農等担い手育成の

取り組み（問１）の回答が①の産地協議

会に限ると、園地集積・集約化の取り組

みの回答が①の割合は２４％に増加しま

す。 

４．省力樹形や機械作業体系の導入に

産地協議会は積極的に取り組む 

省力樹形や機械作業体系の導入の

取り組み（問６）の回答が①の割合は   

２２％で、回答②も合わせた割合は   

７８％になります。他方、園地基盤整備

の取り組み（問７）の回答が①の割合は

１２％、回答が①又は②の割合は６１％

と省力樹形等の導入に比べると割合が

低くなります。 

新規就農等担い手育成の取り組みの

回答が①の産地協議会に限ると、省力

樹形や機械作業体系の導入の取り組

みの回答が①の割合は４３％と倍増す

るのに対して、園地基盤整備の取り組

みの回答が①の割合は減少して５％と

なります。 

図 省力樹形等の取り組みの回答に係る産地

協議会の構成比 


